
志賀龍太 

私の考える自画像は
その時のわたしであり 固定された題材の中で「わたし」と
ゆう人間を現段階でどれだけ表現できるかだと考 えてい
ます。
今まで、ターニングポイントで自画像を良く描いてきまし
たが 初めて残せる自画像が描けました

志賀龍太 「ぼく」 F10,530×455mm 油彩、えんぴつ  2022 ¥121,000


